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こ
ん
に
ち
は
金キ

ム
で
す

韓
国
ド
ラ
マ
の
主
人
公
「
イ
・
サ
ン
」

が
築
い
た
水ス

原ウ
ォ
ン

華フ
ァ

城ソ
ン

　

韓
国
の
地
図
を
見
る
と
ソ
ウ
ル
の

下
側
に
水
原
と
い
う
地
域
が
あ
る
。

そ
こ
に
水
原
華
城
と
い
う
城
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
朝
鮮
時
代
の
構
造
物
を

一
番
科
学
的
に
、
ま
た
緻
密
さ
と
優

雅
さ
、
荘
厳
さ
を
備
え
た
建
築
遺
産

で
あ
る
。
華
城
は
東•

西
洋
の
軍
事

施
設
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
独
特
の

城
で
、
防
御
的
機
能
に
優
れ
、
城
壁

内
６
㌔
の
建
造
物
群
は
そ
れ
ぞ
れ
多

様
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は

高
く
認
め
ら
れ
た
。

　

水
原
華
城
は
、
築
城
直
後
に
発
刊

さ
れ
た
「
華
城
城
役
儀
軌
」
に
基
づ

き
１
９
７
５
～
79
年
に
か
け
て
破
損

し
た
箇
所
が
修
復
さ
れ
、
ほ
ぼ
築
城

当
時
の
ま
ま
の
姿
で
現
在
に
至
る
。

「
華
城
城
役
儀
軌
」
は
、
華
城
の
設

計
か
ら
動
員
さ
れ
た
人
と
装
備
、
工

事
過
程
で
生
じ
た
些
細
な
こ
と
ま
で

記
録
し
た
本
で
、
華
城
が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
の
に
大
き
な
役

目
を
し
た
価
値
あ
る
記
録
書
で
あ
る
。

華
城
は
97
年 

12
月
ユ
ネ
ス
コ
指
定
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

水
原
華
城
は
韓
国
ド
ラ
マ
の
主
人

公
イ
・
サ
ン
（
正
祖
大
王
）
が
築
城

し
た
。
イ
・
サ
ン
は
今
か
ら
２
２
１

年
前
の
１
７
９
４
年
、
党
派
間
に
よ

る
党
争
根
絶
と
力
強
い
王
政
の
実

現
、
首
都
南
側
の
国
防
の
要
塞
と

す
る
た
め
に
新
都
市
、
華
城
を
築
城

し
た
。
着
工
か
ら
２
年
10
カ
月
後
の

１
７
９
６
年
に
完
成
し
た
。

　

水
原
市
は
華
城
の
優
秀
性
を
知
ら

せ
る
た
め
、
来
年
を
築
城
２
２
０
周

年
「
水
原
華
城
訪
問
の
年
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
準
備
し
て
い

る
。
メ
ー
ン
は
正
祖
大
王
の
行
列
の

再
現
だ
。
水
原
文
化
祭
期
間
の
来
年

10
月
に
ソ
ウ
ル
の
昌
徳
宮
か
ら
漢
江

舟
橋
、
華
城
行
宮
、
正
祖
の
父
の
墓

所
と
続
く
57
㌔
も
の
区
間
を
、
古
文

献
に
基
づ
い
て
５
日
間
の
行
程
で
大

行
列
が
再
現
さ
れ
る
。
ま
た
水
原
市

で
は
、
こ
の
大
規
模
行
列
と
は
別
に

水
原
華
城
で
の
正
祖
大
王
行
列
を
「
王

と
共
に
す
る
華
城
巡
り
」
体
験
型
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
作
り
、
観
光
客
に

年
中
公
開
す
る
計
画
だ
と
言
う
。

　
来
年
の
秋
は
「
イ
・
サ
ン
」
の
フ
ァ

ン
で
は
な
く
て
も
、
異
国
の
澄
ん
だ

空
の
下
で
２
２
０
年
前
の
韓
国
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
朝
鮮
時
代
の
生

活
、
食
べ
物
、
衣
装
、
文
化
を
直
接

体
験
し
て
ほ
し
い
。
映
像
で
は
感
じ

ら
れ
な
い
感
動
を
味
わ
う
良
い
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

家
庭
料
理
大
集
合
・
食
の
文
化
祭

　
「
行
事
食
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
出

し
ま
す
か
。
農
耕
民
族
の
日
本
人
に

と
っ
て
、
節
目
ご
と
に
収
穫
に
感
謝
す

る
料
理
を
食
べ
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
方
で
は
体
調

を
崩
し
や
す
い
季
節
の
変
わ
り
目
を
乗

り
切
る
「
食
の
知
恵
」
で
も
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
の
料
理
に
も
そ
の
地
域
に
根
ざ

し
た
食
材
や
味
付
け
が
あ
り
ま
す
。
経

験
と
歴
史
に
培
わ
れ
た「
地
域
の
料
理
」

を
受
け
継
ぎ
、
後
世
に
伝
え
る
の
は
大

事
な
こ
と
で
す
。
水
源
地
域
で
は
、
行

事
食
や
郷
土
料
理
を
見
つ
め
る
取
り
組

み
と
し
て
「
水
源
食
の
文
化
祭
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
庭
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
試
食
し
、
食
に
つ
い
て
語
り

合
う
お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　
き　
11
月
29
日
㈰　

　
午
後
０
時
30
分
～
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流

館参
加
料　
１
人
千
円
（
小
学
生
以
下
は

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
第
11
回
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
昼
の
部
、
第
１
分
科
会
（
参
加

者
１
２
６
人
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
ま
ず
、「
旭
志
人
権
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
か
ら
、
人
を
差
別
せ
ず

大
切
に
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
文
化

で
あ
る
こ
と
、
人
権
問
題
を
一
人
一
人

が
自
分
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
人
権

意
識
を
高
め
な
が
ら
人
権
文
化
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
活
動
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
、
人
権
教
育
講
演
会
、

小
・
中
学
校
と
連
携
し
た
研
修
会
、
恵

楓
園
で
の
研
修
、
人
権
花
壇
、
人
権
標

語
の
募
集
・
展
示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
中
で
、
人
権
教
育
映
画

「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」
の
上
映
で

は
、
牛
の
肥
育
か
ら
屠と

畜ち
く

・
解
体
・
販

売
（
肉
屋
・
移
動
販
売
）・
太
鼓
づ
く

り
・
地
域
の
祭
り
ま
で
が
描
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
誇
り
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
働

い
て
い
る
家
族
４
世
代
の
お
話
で
し

た
。
来
場
者
か
ら
は
、「
屠
場
で
牛
を

一
打
で
殺
す
シ
ー
ン
は
、
最
初
に
わ
ぁ

と
思
っ
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
何
気
な
く

『
い
た
だ
き
ま
す
』
と
言
っ
て
食
べ
て

い
る
牛
肉
は
そ
の
一
打
が
な
け
れ
ば
、

食
べ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
」、「
屠

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

63
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第
11
回
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会　
分
科
会
報
告

【ギャラリー】
「菊池郡市難病患者と家族の作品展示会」　にじの会
期　間　11 月 10 日㈫～ 22 日㈰
　原因不明・治療法不明の難病患者の方々が、不安と苦難
の闘病生活の中で頑張って作り上げた作品の展示です。

「中川好秋・金光麻佐也・山村龍彦　三人展」　　
期　間　11 月 23 日㈪～ 12 月 13 日㈰
　数年かけて撮影した四季折々、三人三様の初めての作品
展です。皆さんぜひお越しください。

【まちかど資料館企画展】
「菊池に祀られる神々　古事記、日本書紀の神様展」
期　間　～ 11 月 29 日㈰
　自然崇拝を起源とする日本の八百万

よろず

の神々は、さまざま
な思想や宗教と融合しながら、常に日本人の心の中に生き
続けてきました。市内には多くの神社があり、そこにまし
ます神話の中の神様を紹介します。

畜
し
た
牛
と
真
剣
に
向
き
合
う
姿
に
感

動
し
た
。
家
族
が
仕
事
に
誇
り
を
持
っ

て
黙
々
と
仕
事
す
る
姿
が
美
し
い
」
と

い
っ
た
感
想
が
出
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
私
と
解
放
運
動
」
と
題

し
た
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。提
案
者
は
、

小
学
校
２
年
生
の
と
き
、
父
に
連
れ
ら

れ
「
解
放
子
ど
も
会
」
に
参
加
し
、
学

校
の
先
生
、
周
り
の
大
人
た
ち
の
話
を

聞
き
、
こ
こ
が
部
落
と
い
う
こ
と
を
自

覚
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

小
学
校
５
年
に
な
っ
た
あ
る
朝
、
母
が

い
つ
も
と
違
う
真
剣
な
顔
で
「
お
前
た

ち
も
勉
強
し
た
け
ん
、も
う
わ
か
っ
ど
、

こ
こ
に
生
ま
れ
た
だ
け
で
差
別
さ
る
っ

と
は
お
か
し
か
ろ
。
自
分
に
負
け
ん
ご

つ
頑
張
れ
。
み
ん
な
に
分
か
っ
て
も
ら

う
ご
つ
し
っ
か
り
訴
え
て
い
け
。
自
分

に
誇
り
を
持
て
」
と
目
を
そ
ら
さ
ず

し
っ
か
り
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
の
言
葉
を
聞
き
、
学
習
会
で
相
談

し
た
数
日
後
に
、
ク
ラ
ス
で
父
や
母
が

部
落
差
別
を
受
け
て
き
た
こ
と
、
自
分

は
そ
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
集
会
所

で
学
習
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
差
別

を
な
く
す
た
め
に
み
ん
な
も
狭
山
県
民

集
会
に
参
加
し
て
欲
し
い
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。
こ
れ
が
提
案
者
の
解
放
運
動

の
始
ま
り
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
学
、
高
校
と
友
達
に
自

分
の
こ
と
を
話
せ
ず
、
孤
独
感
を
感
じ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
先
輩
な
ど
の
励
ま
し

も
あ
り
活
動
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
り
、
結
婚
の
際
に
彼
女

の
両
親
は
、
部
落
に
対
す
る
予
断
と
偏

見
を
持
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ

か
り
話
を
し
て
い
く
と
「
何
も
分
か
っ

と
ら
ん
と
た
い
。
だ
け
ん
自
分
た
ち
も

勉
強
し
た
い
」
と
理
解
さ
れ
結
婚
。
現

在
で
は
、
４
人
の
子
ど
も
の
親
と
し
て

農
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
地
元
の
小
中

学
校
の
先
生
た
ち
や
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

と
の
合
同
研
修
会
に
取
り
組
み
、
差
別

を
な
く
す
解
放
保
護
者
会
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
科
会
の
参
加
者
か
ら
は
、「
親
だ

け
で
は
教
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
地
域
で

や
っ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
」、「
身

近
な
所
で
差
別
用
語
が
何
気
な
く
出
て

く
る
。
一
瞬
腹
が
立
つ
が
、
そ
の
方
た

ち
も
勉
強
す
る
場
が
な
か
っ
た
の
だ
と

思
う
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
分
科
会
は
、
当
事
者
（
提
案
者
）

の
生
の
声
を
聞
き
、
常
に
新
し
い
情

報
、
知
識
を
吸
収
す
る
機
会
で
す
。
今

後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
学
習

を
深
め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

郷土料理がずらり
と並びます

　

神
風
連
は
、
場
内
千
葉
城
に
あ
っ

た
林
桜
園
の
私
塾
「
原
道
館
」
の
門

下
生
た
ち
が
つ
く
っ
た
敬
神
党
の
別

名
で
す
。
神
道
を
重
ん
じ
る
彼
ら
は
、

明
治
初
期
、
日
本
古
来
の
精
神
文
化

が
西
洋
化
を
進
め
て
い
く
政
策
に
よ

り
失
わ
れ
る
こ
と
に
国
家
の
危
機
を

感
じ
、
熊
本
鎮
台
を
攻
め
る
な
ど
の

反
乱
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　

吉
村
義
節
は
県
令
・
安
岡
良
亮
邸

に
斬
り
込
ん
だ
中
心
人
物
で
す
。
隈

府
出
身
で
あ
り
、
信
仰
心
が
厚
く
、

特
に
正
義
感
が
強
く
、
小
柄
な
が
ら

武
芸
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。

　

義
節
の
お
墓
は
妙
蓮
寺
境
内
の
大

楠
の
袂
に
あ
り
、
墓
の
隣
に
は
昭
和

12
年
に
立
町
区
に
よ
っ
て
記
念
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
風
連
の
志
士
　
吉よ

し

村む
ら

義ぎ

節せ
つ

の
墓
碑認定番号第ふるさと H26-7 号

　推薦者　立町区

　

弁
財
天
は
、
七
福
神
（
恵
比
寿
・

大
黒
天
・
毘
沙
門
天
・
寿
老
人
・
福

禄
寿
・
弁
財
天
・
布
袋
）
の
中
の
一

柱
で
す
。

　

弁
財
天
に
は
、
二
臂
弁
財
天
と
、

八は
っ

臂ぴ

弁
財
天
が
あ
り
、
上
木
庭
の
弁

財
天
は
、
腕
が
８
本
あ
る
八
臂
弁
財

天
。
古
く
か
ら
言
語
（
弁
才
）、
知
恵

の
神
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
本
の
腕
で
人
々
に
弁
才
、
無
尽

の
知
恵
、
財
宝
、
延
命
を
与
え
、
悪
夢
、

邪
気
、
呪
術
、
鬼
神
を
排
除
し
、
病

苦
や
疾
病
、
闘
争
か
ら
も
遠
ざ
け
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
本
の
手
に
は
、

弓
、
矢
、
刀
、
矛
、
斧
、
長
杵
、
鉄

輪
、羂け

ん

索さ
く

（
投
げ
輪
の
こ
と
）
を
持
ち
、

そ
の
全
て
が
武
器
に
類
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

弁
財
天

認定番号第ふるさと H26-6 号
　推薦者　上木庭区

「癒しの里菊池の手しごと展」
期　間　～ 11 月 15 日㈰
　菊池および周辺地域で活躍してい
る創作作家の作品を展示・販売しま
す。さまざまなジャンルの手作り作
品をご覧ください。

「夫婦の手紙・絵手紙展」
期　間　11 月 22 日㈰
　　　　～平成 28 年１月17日㈰
　全国から募集した手紙や絵手紙の
作品を展示します。11 月 22 日㈰の
オープニングでは募集作品の表彰式
も行います。皆さんぜひお越しくだ
さい。

昨年の展示
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